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要旨　インピーダンス法（BI法）による体脂肪計セルコ製SIF－891の有用性を

検討するため，198名を対象に水中体重法と比較検討した．

　水中体重法とBI法による体脂肪率との間には0．84の高い相関を認めた．しかし，

実測値の平均値は，BI法が有意に高値を示し，特に運動選手ではその差が顕著であっ

た．また，BI法は体脂肪率の低い人ほど水中体重法より高めに評価する傾向がみら

れたが，体脂肪率20％～30％台の非運動選手を対象とした場合には，水中体重法に比

較的近い値が得られた．

　したがって一般人を対象とした臨床においてはBI法も肥満評価の一方法として利

用可能であると思われる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長崎大医療技短大紀6：95－98，1992
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1．はじめに

　体脂肪量の測定を行うには，体密度法（水

中体重法）のように大がかりな装置が必要で

あるため，多くの人を対象とするようなフィー

ルドでの測定には不向きであるといえる．そ

のため近年，体脂肪量を測定するための簡便

な体脂肪計が開発されている、すでに我々は

近赤外線法を用いた体脂肪計の有用性にっい

て報告した1）．今回は，生体インピーダンス

（bioelectrical　impedance：以下，BI）を用い

た体脂肪計にっいて，妥当基準として用いら

れることの多い水中体重法と比較し，その有

用性にっいて検討した．

2．対象および方法

　対象者は，15歳～44歳までの健康人198名

で，うち男性35名，女性163名である．さら

に対象者を運動選手と非運動選手とに分ける

と，男性はすべて運動選手であり，女性は運

動選手33名，非運動選手130名である．

　インピーダンス法による体脂肪測定にはセ

ルコ製インピーダンスファットメーターSIF－

891（4極法，800μA，50kHz）を使用した．

測定体位は仰臥位で上下肢を軽く開いた状態

とし，電極を右手足の中央甲部に装着して測
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定した．体脂肪率は，同機に内蔵された計算

装置により算出した．

　水中体重法は，まず身体密度を浦田ら1）の

報告と同様の方法にて測定し，Bro乞ekら2）の

式に代入して体脂肪率を求めた．

3．結　果

1）対象者の身長，体重および体脂肪率の測

　　定値

　対象者の身長，体重および水中体重法と

BI法による体脂肪率の平均値を表1に示し

た．全対象者の身長と体重の平均値はそれぞ

れ160．7±7．0㎝，53．6±8．2㎏で，運動選手

の男性では170．3±4．6㎝，61．〔）±6．3kg，運

動選手の女性では160．1±5．0㎝，52．7±6．1

kg，非運動選手では158．3±5．7㎝，51．8±7．9

kgであった．

　また，体脂肪率の平均値は，全対象者で水

中体重法21．4±7．3％，BI法25．0±5．9％と

BI法が有意に高い値を示した（PくG．001）．

これを運動選手と非運動選手に分けてみると，

運動選手では，男性の場合水中体重法，BI

法それぞれ9．7±3．4％，17．7±3．1％，女性

の場合19．5±3，3％，23．2±3．6％とその差が

顕著であった．非運動選手でもそれぞれ25．0

±5、1％，27．4±5．1％とBI法は水中体重法

より若干高く，一般人を対象とした場合，実

測値で平均2％程度高めになる傾向のあるこ

とが認められた．

2）水中体重法とBI法による体脂肪率の相

　　関

　全対象者における水中体重法とBI法によ

る測定値との間には，図1に示すようにrニ

0．840の高い相関が得られた．また，対象者

を運動選手と非運動選手に分けてみても，運

動選手で0．741，非運動選手で0．768といずれ

も高い相関が認められた．

3）水中体重法とBI法による体脂肪率測定

　　値の差の検討

　運動選手，非運動選手には，水中体重法と

BI法との間にどちらも高い相関を認めたが，
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表1　対象者の身長，体重および体脂肪率

全対象者

n＝198

運　動　選　手 非運動選手

（女性のみ）

　n＝130

男　性

n＝35

女　性
n＝33

身長（cm） 160．7±7．G 170．3±4．6 160．1±5．0 158．3±5．7

体重（kg） 53．6±8．2 61．0±6．3 52．7±6．1 51．8±7．9

体
脂
肪
率

水中法
（％）

21．4±7．3 9．7±3．4 19．5±3．3 25．0±5．1

B　l法
（％）

25．0±5．9 17．7±3．1 23．2±3．6 27．4±5．1

MEAN±SD
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図2　水中体重法とBl法による体脂肪率の測定値の差

運動選手において両測定法の実測値の差が

大きかったことからさらに次のような検討を

行なった．図2は，水中体重法による体脂肪

率をX軸に，BI法から水中体重法を引いた

値をY軸にとり，両者の関係を運動選手と非

運動選手に分けてみたものである．

　運動選手，非運動選手とも全体的にはBI

法の測定値が水中体重法より高めであり，体

脂肪率が低い人ほど差が大きくなっている．

　非運動選手では水中体重法とBI法の差は

比較的小さく，体脂肪率が30％以上の肥満者

ではかなり近い値を示している．それに対し

運動選手ではBI法が水中体重法よりかなり

高めに測定され，特に体脂肪率が10％以下の

例では，BI法が2倍以上の値を示すものも

多くみられた．

4，考　　察

　肥満の定義から考えると肥満の判定には体

脂肪量の測定が不可決である．体脂肪量を測

定するには水中体重法のように個々の被験者

の身体密度を測定し，全身の体脂肪量を算出

することが望ましい．しかし，多人数を対象

とする健康教育やダイエットの評価には被験

者に苦痛を与えず短時間で測定できる簡便法

が期待される．

　BI法は簡便性を有する測定法であるが，

簡便法としての性格上その精度が問題となる．

BI法による体脂肪率の妥当性にっいては多

くの研究者によって報告されているが，たと

えばBI法と水中体重法による体脂肪率との

間にLukasukiらs）は男性についてrニα979，

女性にういてr＝0．954，Segalら4）はr＝

0．912の高い相関が認められることを報告し

ている．本邦では国井5）が男性にっいてr＝

0．89，女性にっいてr＝0．74の相関を報告し

ているが，これは米国人を対象とした推定式

から算出されたものである．

　今回用いたセルコ製SIF－891は，中塘

ら6）が日本人を対象に開発した体脂肪計であ

る．田中ら7）は，同機種を用いてBI法と水

中体重法との間には高い相関関係（r＝・α819）

があり，比較的妥当性が高いと述べている．

また，成人肥満女性を対象とした検討8）では，

BI法と水中体重法との間にr；0．672の相関

を認め，測定値も近似を示したことを報告し
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ている．

今回の我々の結果も水中体重法とBI法と

の相関は0．84と高く，一般人を対象とした場

合は水中体重法との若干の差を考慮すれば十

分利用可能であると思われる．しかし，運動

選手っまり体脂肪率の低い群では水中体重法

とBI法との差がかなり大きかった．このこ

とは本装置に主に一般人を対象としたプログ

ラムが組み込まれているためと考えられる．

我々はすでに簡便法の一っである近赤外線法

を用いた体脂肪率が，被験者の運動レベルを

入力をすることによって水中体重法とかなり

近い値を示すことを確認している．BI法に

おいても被験者の日常の運動量を考慮した推

定式の検討が必要であると思われる．

本論文の要旨は，第13回日本肥満学会およ

び第30回日本糖尿病学会九州地方会において

発表した．
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